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【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月31日(2015.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光によってスイッチング可能な複数の実体のうちの一部分の実体を光を放射可能な状態
へと活性化させる活性化光を照射する第１光源と、
　前記活性化された実体のうちの少なくとも一部分の実体を励起する励起光を照射する第
２光源と、
　前記励起された実体から放射された光の少なくとも一部を検出する検出器と、
前記検出された光に含まれる情報と、基準マーカとを用いて、前記複数の実体の少なくと
も一部の位置情報を算出する制御部と
　を含むシステム。
【請求項２】
　光によってスイッチング可能な複数の実体のうちの一部分の実体を光を放射可能な状態
へと活性化させる活性化光を照射し、前記活性化された実体のうちの少なくとも一部分の
実体を励起する励起光を照射する光学系と、
　前記励起された実体から放射された光の少なくとも一部を検出する検出器と、
前記検出された光に含まれる情報と、基準マーカとを用いて、前記複数の実体の少なくと
も一部の位置情報を算出する制御部と
　を含むシステム。
【請求項３】
 前記実体は、蛍光タンパク質である、
請求項１または２に記載のシステム。
【請求項４】
前記実体は、シアニン染料である、
　請求項１または２に記載のシステム。
【請求項５】
前記基準マーカは、蛍光粒子である、
請求項１～４のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記制御部は、Ｇａｕｓｓｉａｎフィッティングを用いて、前記位置情報を算出するこ
とを特徴とする、
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　請求項１～５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記制御部は、楕円Ｇａｕｓｓｉａｎフィッティングを用いて、前記位置情報を算出す
ることを特徴とする、
　請求項１～５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記活性化光と前記励起光は、実質的に同じ波長であることを特徴とする、
　請求項１～７のいずれか１項に記載のシステム
【請求項９】
　前記活性化光の前記励起光は、異なる波長であることを特徴とする、
　請求項１～７のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記算出した位置情報を用いて、画像を生成することを特徴とする
　請求項１～９のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１１】
前記画像は、高解像度画像であることを特徴とする、
　請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
前記シアニン染料は、Ｃｙ５、Ｃｙ５．５、Ｃｙ７、Ａｌｅｘａ  Ｆｌｕｏｒ（登録商標
）  ６４７、Ａｌｅｘａ  Ｆｌｕｏｒ（登録商標）  ４０５、Ａｌｅｘａ Ｆｌｕｏｒ（
登録商標）  ４８８、Ｃｙ２、Ｃｙ３、Ｃｙ３．５、Ｃｙ５、およびこれらの結合体、の
少なくとも１つを含むことを特徴とする
　　請求項４に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記複数の実体は、第１の実体と第２の実体とを含む
　ことを特徴とする
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記第１の実体は、第１の波長の活性化光により活性化され、
　前記第２の実体は、第２の波長の活性化光により活性化されることを特徴とする、
　請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記第１の実体は、第１の波長の励起光により励起され、
　前記第２の実体は、第２の波長の励起光により励起されることを特徴とする、
　請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記実体は、第１の部分と第２の部分とを有し、
前記第１の部分は、光放射部分であり、前記第２の部分は、活性化部分であることを特徴
とする、
　請求項１～１５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１７】
前記制御部は、前記複数の物体のうちの少なくともいくつかの位置情報を、２０ｎｍより
も小さな解像度で算出する、請求項１～１６のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１８】
前記制御部は、前記位置情報を使用して、画像を構築し、前記画像が、前記放射光の回折
限界解像度よりも良好である解像度を有する、請求項１～１７のいずれか１項に記載のシ
ステム。
【請求項１９】
前記制御部は、１つよりも多い時間点で、前記複数の実体の少なくとも一部の位置情報を
算出し、および／または時間の関数として、前記複数の実体の少なくとも一部の位置情報
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を算出する、請求項１～１８のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２０】
前記複数の物体のうちの少なくともいくつかが、異なる波長の光によって活性化され、か
つ／または異なる波長で光を放射する、請求項１～１９のいずれか１項に記載のシステム
。
【請求項２１】
請求項１～２０のいずれかに記載のシステムで実行される、位置情報の算出する手順をコ
ンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項２２】
請求項１～２０のいずれかに記載のシステムで実行される位置情報の算出する手順をコン
ピュータに実行させるためのプログラムを備える記録媒体。
【請求項２３】
請求項１～２０のいずれかに記載のシステムで実行される位置情報の算出する手順をコン
ピュータに実行させるためのプログラムを備える記録媒体を含む、物品。
【請求項２４】
　光によってスイッチング可能な複数の実体のうちの一部分の実体を、光を放射可能な状
態へと活性化させる活性化光を照射する工程と、
　前記活性化された実体のうちの少なくとも一部分の実体を励起する励起光を照射する工
程と、
　前記励起された実体から放射された光の少なくとも一部を検出する工程と、
前記検出された光に含まれる情報と、基準マーカとを用いて、前記複数の実体の少なくと
も一部の位置情報を算出する工程と
　を含む、サンプルの解像の方法。
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